
代理受領制度について（木造住宅耐震改修補助事業） 
 

 申請者から委任された業者が補助金を直接受け取る制度です。申請者は工事費用等

と補助金額の差額分のみを用意すれば良いので、当初の費用負担が軽減されます。 

 

 

  【代理受領のイメージ（耐震改修に係る費用１８０万円、補助金額１００万円の場合）】 

          

 申請者は80万円を業者に支払う    申請者は１80万円の業者に支払う 

      

 

      

 

 

         補助金 100万円      補助金 100万円 

   

  【代理受領制度を利用した場合】        【通常の場合】     

 

 【代理受領制度の流れ】 

        ①耐震改修補助事業認定申請書 

            

 ②耐震改修補助事業認定通知書（補助金交付予定額１００万円） 

 

 

 

 

 

 

      ③支払い（８０万円） 

         改修工事費 ― 補助額 

         １8０万円―１００万円 

 

        ④領収書（８０万円）   

  

 

        ⑤耐震改修補助事業完了報告兼補助金交付申請書の提出 

        （領収書（80万円）の写、代理受領委任状・同意書を添付） 

 

 ⑥耐震改修補助事業補助金交付決定通知書 

 

 ⑦補助金支払請求書 

 

 ⑧補助金交付 

                            （１００万円） 
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